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インパクトの高いオープンアクセス誌
への論文掲載に対して奨励研究費を

交付します

論文のオープンアクセス化とは、研究成果を出版社による制限なしに誰でも無償で見るこ
とができるようにすることです。オープンアクセス化は、研究成果を社会に還元するという点
で大きな意義があります。

近年、学術雑誌価格の高騰や学術出版社の寡占といった問題に端を発し、せっかく雑誌
に論文を発表しても、限られた人しか読むことができない事態も起こっています。オープンア
クセス化によって、すべての人が制約なく論文を読むことができるようになり、結果として論
文の被引用数を高めることにもつながります。

そこで、国際的に高く注目されている学術雑誌に投稿し、オープンアクセス化をして研究
成果を広く公表することを奨励し、本学の研究成果に対する注目を高め、学術コミュニティ
や社会に貢献しようとする研究者の研究活動を支援することとしました。

★★★支援の条件や申請方法は、裏面をご覧ください★★★

2023年5月8日（月）より
申請受付中

国際学術論文公開奨励研究費による支援（2023年度）



１．対象とする論文

国際学術論文公開奨励研究費による支援（2023年度）

２．支援内容

３．申請方法

本学専任教員（任期付教員を含む）が筆頭著者または責任著者、
かつ、ハイインパクトなオープンアクセス誌（Top10%誌）への掲載

下記区分毎の上限額又は申請者が要した論文掲載料のいずれか低い金
額と同額の奨励研究費を交付します。
【A区分】 TOP  ５％誌：上限50万円
【B区分】 TOP10%誌：上限25万円

論文が掲載されたオープンアクセス誌の発行日から3か月以内に、
以下の申請フォームから申請してください。

https://forms.office.com/r/pj7VfwtNam

★オープンアクセス誌のインパクト指標：
✓ 掲載論文に対する平均的な被引用数を示す国際的な指標（Cite Score等）に基
づき判断します。

✓ Cite Scoreは、本学図書館が契約しているScopusの「収録誌」情報で確認する
ことができます。

★奨励研究費：
✓ 研究費として交付します。
✓ 使用できる範囲は、学術研究奨励費（特定研究奨励費）に準じます。
✓ 交付された奨励研究費は、交付を受けた年度の次年度に限り繰り越すことができ
ます。また繰り越した奨励研究費は次年度の奨励研究費との合算利用を可能とし
ます。

★留意事項：
✓ 1研究者につき、申請件数は1件／年度までとします。
✓ 本支援は毎年度予算の範囲内で先着順で受け付けておりますので、申請時点で
予算枠を超えていた場合、支援できない可能性があります。

✓ 予算枠の状況等は、裏面の「お問い合わせ先」までご確認ください。

2023年度に限り、2022年度にオープンアクセス誌に掲載された論文
（※期間以外の条件は同じ）を対象として、別枠で支援を実施します。

先着順となりますので申請はお早めにお願いします！
【対象となる掲載期間：2022年1月1日～2023年2月28日】

https://forms.office.com/r/pj7VfwtNam

